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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
る
市
民
生
活
及

び
経
済
活
動
へ
の
影
響
に
対
し

喫
緊
の
対
応
が
必
要
な
た
め
、

第
一
回
臨
時
会
を
五
月
一
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
特
別
定

額
給
付
金
や
大
阪
府
と
共
同
実

施
す
る
休
業
要
請
支
援
金
な
ど

を
計
上
し
た
補
正
予
算
を
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関
連
対
策
を
進
め
る
財
源
に

す
る
た
め
、
市
長
と
特
別
職
、

及
び
市
議
会
議
員
全
員
が
給
与

や
報
酬
、
期
末
手
当
を
一
部
返

上
す
る
条
例
も
合
わ
せ
て
決
定

し
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

緊
急
事
態
宣
言
中
の
開
催
と

な
っ
た
第
一
回
臨
時
会
で
は
、

感
染
防
止
対
策
と
し
て
マ
ス
ク

の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
手

洗
い
等
の
徹
底
を
は
じ
め
、
傍

聴
席
を
議
員
席
と
し
て
使
用
し
、

市
長
及
び
特
別
職
の
み
の
出
席

と
す
る
な
ど
、
十
分
な
座
席
間

隔
を
確
保
し
、
本
会
議
場
の
全

て
の
扉
を
開
放
し
な
が
ら
開
催

し
ま
し
た
。

第１回臨時会で可決された補正予算の主な事業

◎令和２年度一般会計補正予算（第２回）

○特別職人件費 △９２８万９千円

特別職給与及び期末手当等の減額（１０ヶ月分）（市長△２０％、副市長△１０％、教育長△１０％）

○議員人件費 △２，２０６万円

議員報酬及び期末手当の減額（６ヶ月分）（△１０％）

!国庫補助事業"

○特別定額給付金事業 ４９２億６，０００万円

給付費（１０万円）：４８８億円 給付金支給にかかる事務費：４億６，０００万円

○子育て世帯臨時特別給付金事業 ６億１，６００万円

児童手当（本則給付）を受給する世帯に対し、臨時特別の給付金を支給

!府関連事業"

○休業要請支援金（府・市町村共同支援金）事業 １０億８，０５０万円

中小企業：１００万円、個人事業主：５０万円

!その他"

○市議会事務管理費 △１，０９７万６千円

議会視察旅費の減額

◎令和２年度水道事業会計補正予算（第１回）

○給水収益 △４億円

水道基本料金の５割減額実施（４ヶ月）

○人件費 △１３０万５千円

上下水道事業管理者の給与及び期末手当等の減額（１０ヶ月分 △１０％）

第
二
回
定
例
会

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
項
目

文

教

委

員

会

〇
ド
リ
ー
ム
２１
の
委
託
料
減
額

に
伴
う
運
営
の
あ
り
方

〇
幼
稚
園
の
耐
震
化
に
つ
い
て

〇
図
書
館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策

〇
本
市
に
お
け
る
図
書
館
の
本

の
郵
送
サ
ー
ビ
ス
活
用
方
法

〇
電
子
図
書
館
導
入
に
つ
い
て

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
員

の
配
置

〇
留
守
家
庭
ク
ラ
ブ
で
の
密
を

避
け
る
対
策

〇
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

お
け
る
機
器
等
の
契
約
方
法
、

そ
の
契
約
に
か
か
る
透
明
性

の
確
保

〇
東
大
阪
市
が
目
指
す
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
像
の
今
後

の
展
望

民
生
保
健
委
員
会

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お

け
る
第
二
波
、
第
三
波
に
備

え
た
取
り
組
み
の
検
討

〇
妊
婦
へ
の
新
生
児
聴
覚
検
査

の
重
要
性
の
周
知
徹
底

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な

対
策
を
と
っ
た
予
防
接
種
等

の
実
施

〇
野
良
猫
に
よ
る
被
害
の
軽
減

に
む
け
た
自
治
会
と
の
連
携

〇
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に

む
け
た
他
市
事
例
の
研
究

〇
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
の

拡
充
に
む
け
た
体
制
強
化

〇
新
し
い
生
活
様
式
に
お
け
る

一
般
介
護
予
防
事
業
の
運
営

手
法
の
検
討

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減

免
に
お
け
る
基
準
の
整
理

環
境
産
業
委
員
会

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
救
急

隊
の
対
応
状
況

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ゴ
ミ

が
増
え
た
中
で
の
本
市
の
ご

み
収
集
の
状
況

○
歩
き
た
ば
こ
禁
止
ス
テ
ッ
カ

ー
の
作
成
状
況
と
関
連
部
局

と
の
連
携

○
不
要
と
な
っ
た
事
業
の
予
算

を
コ
ロ
ナ
対
策
等
へ
活
用
す

る
必
要
性

○
ご
み
収
集
作
業
員
へ
向
け
た

感
染
症
対
策
と
支
援
の
実
施

○
市
内
経
済
活
性
化
へ
都
市
魅

力
産
業
ス
ポ
ー
ツ
部
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
性

○
在
宅
勤
務
へ
の
総
括

○
二
十
年
と
長
期
に
わ
た
る
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
等
四
施
設
の

指
定
管
理
の
適
正
な
運
用
に

向
け
た
市
の
取
り
組
み

建
設
水
道
委
員
会

〇
利
便
性
の
高
い
地
域
の
活
性

化
に
繋
げ
る
べ
き
永
和
駅
前

交
通
広
場
北
側
工
事
の
整
備

費
増
額
補
正

〇
地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
に

汲
み
取
っ
た
花
園
中
央
公
園

の
あ
り
方

〇
水
道
庁
舎
建
設
事
業
見
直
し

の
経
過
を
十
分
に
踏
ま
え
た

庁
舎
候
補
地
の
検
討

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
公
共
交
通

事
業
者
に
対
す
る
迅
速
な
支

援
〇
市
全
体
の
利
便
性
を
十
分
に

踏
ま
え
た
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

南
伸
事
業
の
進
捗
状
況
と
今

後
に
つ
い
て

〇
本
市
交
通
事
故
防
止
の
た
め

の
積
極
的
な
安
全
教
育
の
実

施
と
更
な
る
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上総

務

委

員

会

○
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
の
施
設

使
用
料
収
入
の
減
額
補
正
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
花
園

ラ
グ
ビ
ー
場
の
あ
り
方

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
の
避
難
所
運
営

○
コ
ロ
ナ
禍
で
の
文
化
芸
術
施

策
の
推
進
と
感
染
防
止
策

○
Ｄ
Ｖ
相
談
状
況
及
び
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
の
影
響

○
交
替
制
勤
務
の
検
証
と
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
取
組
み
状
況

○
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
お

け
る
多
言
語
対
応
の
必
要
性

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
風
評
被
害
と
人
権
問
題

○
今
後
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支

援
策
に
必
要
な
予
算
規
模

〇
コ
ロ
ナ
後
の
本
市
の
あ
り
方

○
公
民
連
携
協
働
室
の
果
た
す

役
割
と
今
後
の
あ
り
方

議案の各派態度表 （○賛成 ×反対）

Ｎ

国

党

５月１日 議決分

○

〇

※議会議案

東

大

阪

翔

の

会

○

〇

照

隅

の

会

○

〇

新

社

会

党

○

〇

東

大

阪

政

心

会

○

〇

自

民

党

大

志

会

○

〇

日

本

共

産

党

○

〇

大

阪

維

新

の

会

○

〇

公

明

党

○

〇

自

由

民

主

党

○

〇

会 派 名

議 案 名

東大阪市特別職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例制定の

件

令和２年度東大阪市一般会計補正予

算（第２回）

令和２年度東大阪市水道事業会計補

正予算（第１回）

東大阪市議会議員の議員報酬、費用

弁償及び期末手当に関する条例の一

部を改正する条例制定の件

議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
対
策
の
財
源
に
す

る
た
め
、
議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
一
部
返
上
と
議
会

視
察
旅
費
の
減
額
を
第
一
回
臨
時
会
で
決
定

※

令和２年８月１５日東 大 阪 市 議 会 だ よ り第２０６号（７）


